
新型コロナウイルス感染症 診療の手引き 第9.0版 改訂のポイント

１ 病原体・疫学
○ 病原体（p.5） ・国内発生状況（p.6,7） ・海外発生状況（p.8）を更新

２ 臨床像
○ 臨床像（p.9,10） ・重症化リスク因子（p.11,13）・合併症（p.16）・小児例の特徴（p.18,19） ・妊婦例の
特徴(p.20,21)を更新

３ 症例定義・診断・届出
○ 症例定義（p.26） ・血清診断（p.28） ・届出（p.28-31）を更新

４ 重症度分類とマネジメント
○ 序文・軽症・中等症・重症・ECMO・血液浄化療法・妊産婦の管理・図（p.32-40,46,47）を更新
○ 薬物療法のポイントをレイアウト上新設（p.34,35）
○ 高齢者の管理（p.41,42） ・小児の管理（p.43-45）を独立して追加

５ 薬物療法
○ 抗ウイルス薬（p.51-58）・中和抗体薬（p.60-64）・免疫抑制・調節薬（p.65-68）・妊婦に対する薬物
療法（p.69）・ 日本国内で開発中の主な薬剤（p.70）を更新

６ 院内感染対策
○ 序文（p.72,73） ・個人防護具（p.74）・環境整備（p.75） ・廃棄物（p.75）・死後のケア（p.76）
・職員の健康管理（p.76） ・医療従事者が濃厚接触者となった場合の考え方（p.77）
・感染予防策を実施する期間（p.77）・妊婦および新生児への対応（p.78）を更新

7 退院基準・解除基準
○ 退院基準・宿泊療養等の解除基準の表をわかりやすく修正（p.82-84）

※ 日本呼吸器内科学会、日本集中治療医学会、日本感染症学会、日本小児科学会、日本産婦人科学会の支援を受けて、
厚生労働行政推進調査事業費補助金 新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業で作成


